








要約　小児期の骨成長は最大骨量を得る上で重要である。骨代謝マーカーの測定は,「現

在」生じている骨代謝状態を評価するのに用いられる。小児例の尿中ピリジノリン(Pyr)

とデオキシピリジノリン(D-Pyr)濃度は,母親例よりも高値であり,また,1 年後の尿中骨代

謝マーカーの増加量も,小児例で大であった。経時的な骨代謝マーカーの測定は小児期の

骨成長の状態の把握の応用に期待される。


